
可燃ごみ有料化の
収支のご報告

【歳入】指定ごみ袋の売り上げ額（A）

【収支】

【歳出】地域環境基金活用事業費（指定ごみ袋の収益を積み
立てた「地域環境基金」を活用した事業の経費）（Ｃ）

事 業 名 事 業 費 地域環境基金

【歳出】指定ごみ袋作製などの経費（B）

45リットル袋（138万5,500枚）
30リットル袋（122万4,500枚）
15リットル袋（75万9,500枚）

合　計

指定袋製造工場検査
消耗品（指定袋作製経費）
分別チラシ・看板作製経費
指定袋管理搬送委託料
手数料徴収事務委託料

合　計

5万 600円
2,588万 100円
7万8,750円

375万4,800円
773万3,250円
3,749万 7,500円

6,234万 7,500円
3,673万 5,000円
1,139万 2,500円

1億 1,047万 5,000円

有価物集団回収助成事業
ごみ減量機器購入助成事業
不法投棄防止啓発事業
資源循環型システムモデル事業
環境教育図書等拡充事業
園庭芝生化推進事業
落葉堆肥化推進事業
環境教育推進事業
緑のカーテン推進事業
高効率エネルギーシステム設置助成事業
雨水タンク購入助成事業
住宅用太陽光発電システム設置補助事業
ＬＥＤ照明整備事業
環境モデル都市推進計画策定事業
ＬＥＤ防犯灯普及促進事業
地下水活用事業
エコクッキング事業
レジ袋削減推進事業
エコハウス認定奨励金交付事業
おひさまローン融資保証料等助成事業
新エネルギー導入促進事業
自転車活用促進事業
ハイパーエコ幼稚園整備事業
環境フォーラム実施事業
小・中学校体育館ＬＥＤ照明整備事業

合　計

太陽光発電設備整備事業（※）

2,249万 500円
160万2,000円
156万 1,038円
64万7,100円
149万 2,136円
109万 3,470円
15万5,285円
138万 4,687円
21万4,534円

92万円
13万円

1,042万 2,000円
200万 2,665円
47万920円

2,126万 400円
284万5,412円
25万5,000円
76万5,975円

3万円
0円

16万2円
259万6,006円
1,545万 6,212円
142万 7,685円
565万 9,500円
9,504万 2,527円

649万 500円
60万2,000円
156万 1,038円
64万7,100円
149万 2,136円
109万 3,470円
15万5,285円
138万 4,687円
21万4,534円

92万円
13万円

1,042万 2,000円
200万 2,665円
47万920円

1,612万 9,400円
284万 5,412円
25万5,000円
76万5,975円

3万円
0円

16万2円
259万6,006円
1,169万 7,212円
142万 7,685円
565万 9,500円
6,915万 2,527円

1億 5,079万 9,467円 1,260万円

歳入（指定ごみ袋の収入） Ａ
歳出（指定ごみ袋作製などの経費） Ｂ
歳出（地域環境基金活用事業費） Ｃ
歳入（運用利子など） Ｄ
合計（AーＢーＣ＋Ｄ）

１億1,047万 5,000円
3,749万 7,500円
6,915万 2,527円

7,080円
383万 2,053円 ※の事業経費については、平成 23 年度中に事業が終了しなかったため、地

域環境基金1,260万円を取り崩したうえで、平成24年度に繰り越しました。

ホ
テ
ル
集
団
健
診
を

追
加
で
開
催
し
ま
す

国
保
加
入
の
40
〜
74
歳
の
皆
さ
ん
、
16
〜
39
歳
の
市
民
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
！

　泉大津駅前のホテルレイクアルスターアルザ泉大津での
集団健診の追加開催を行います。
実施日　12月9日㈪、10日㈫
※天候などにより、予告なく中止する場合があります。
受付時間　午前９時～11時30分
※午前９時～ 10 時ごろに受け付けが集中します。この時
間帯は、待ち時間が長くなる可能性がありますので、ご了
承ください。
実施場所　ホテルレイクアルスターアルザ泉大津４階
定員　一日につき200人

駐車場　有料
申込　先着順
受診した人にプレゼント！
▷全員に…ホテルレイクアルスターからティーサロン割引
券、スポーツクラブルネサンスから特別利用割引券
▷抽選で各日一人に…ホテルレイクアルスターから和食レ
ストラン小津ペアお食事券（4,000円相当）
▷そのほか、受診会場ではトクホ（特定保健用食品）のサ
ンプル配布を予定

泉大津市国民健康保険に加入し、40～ 74 歳
（75歳誕生日の前日～昭和49年３月 31日生
まれ）の人で、まだ今年度の特定健康診査（人
間ドック含む）を受診していない人
①特定健康診査受診券・質問票（受診券をなく
した人は再発行しますので、申込時に再発行の
依頼をしてください）　②泉大津市国民健康保
険被保険者証（保険証）　③健診料1,000円
診察、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、
心電図
下記問い合わせ先までお電話かファクスを。
後日、受付確認はがきを送付
11 月 22 日㈮（ただし、定員の 200 人に達
しなかった場合は、締切後の申し込み可）

16～ 39 歳（昭和 49 年４月１日～平
成 10 年３月 31 日生まれ）で、まだ、
今年度の健康診査を受診していない人

保健センター（☎33・8181）保険年金課保健事業係（☎33・9531　
FAX21・0412）

申し込みの必要はありませんので、直
接、ホテルまでお越しください。

問診、身体計測、血圧測定、血液検査、
尿検査

①健診料1,000円　②医療保険証

対象者

特定健康診査（申し込み必要） 健康診査（申し込み不要）

持物

締切

問合

健診項目

申込方法

■ 特定健康診査・健康診査の概要

平成 24 年度家庭系可燃ごみ有料化の収支概要をお知らせ
します。なお、24 年度の積立額 383 万 2,053 円を加えた
結果、24 年度末時点での環境基金残高は 3,044 万 9,783
円となりました。　問合　環境課（市役所２階21番窓口）
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①
均
等
割
の
税
率
の
特
例
（
平
成
26

年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
）

　
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
防
災

の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
税
法
の

臨
時
特
例
法
が
成
立
し
、
平
成
26
年

度
か
ら
、
期
限
付
き
で
市
民
税
の
均

等
割
の
税
率
が
５
０
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
府
民
税
に
つ
い
て
も
、
同

様
に
均
等
割
の
税
率
に
５
０
０
円
を

加
算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関

し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災

の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確

保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
（
平
成
23
年
法
律
第
１
１

８
号
））

特
例
期
間
　
平
成
26
〜
35
年
度
（
10

年
間
）

特
例
内
容

▽
市
民
税
の
均
等
割
額…

現
行
の
標

準
税
率
３
０
０
０
円
に
５
０
０
円

加
算
し
た
金
額

▽
府
民
税
の
均
等
割
額…

現
行
の
標

準
税
率
１
０
０
０
円
に
５
０
０
円

加
算
し
た
金
額

②
給
与
所
得
控
除
の
改
正
（
給
与
所

得
控
除
の
上
限
設
定
）

　
そ
の
年
中
の
給
与
な
ど
の
収
入
金

額
が
１
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

の
給
与
所
得
控
除
額
に
、
２
４
５
万

円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

適
用
と
な
る
時
期

▽
所
得
税…

平
成
25
年
分
か
ら

▽
市
・
府
民
税…

平
成
26
年
度
か
ら

③
年
金
所
得
者
の
寡
婦
（
夫
）
控
除

に
係
る
申
告
手
続
の
簡
素
化

　
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
所
得
以
外

の
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
者
が
寡
婦

（
夫
）
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
、
年
金
保
険
者
（
日
本
年
金
機
構

や
共
済
な
ど
）
に
提
出
す
る
扶
養
控

除
申
告
書
に
記
載
が
あ
る
場
合
は
、

市
・
府
民
税
申
告
書
の
提
出
を
不
要

と
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

注
意
点

▽
年
金
保
険
者
に
提
出
す
る
扶
養
控

除
申
告
書
に
「
寡
婦
（
夫
）」
の

記
載
を
忘
れ
た
り
、
扶
養
控
除
申

告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
は

「
寡
婦
（
夫
）」
控
除
は
適
用
に
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

控
除
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
確
定

申
告
ま
た
は
市
・
府
民
税
申
告
が

必
要
で
す
。

▽
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
場

合
や
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
お

よ
び
「
寡
婦
（
夫
）」
控
除
以
外

の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
確
定
申
告
ま
た
は
市
・
府
民

税
申
告
が
必
要
で
す
。
次
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
寡
婦
控
除
（
控
除
額
26
万
円
）

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
夫
と
死
別
・
離
婚
し
た
後
再
婚
し

て
い
な
い
人
で
、
扶
養
親
族
や
総

所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額
が
38
万

円
以
下
の
生
計
を
と
も
に
し
て
い

る
子
の
あ
る
人

▽
夫
と
死
別
し
た
後
再
婚
し
て
い
な

い
人
で
、
合
計
所
得
金
額
が
５
０

０
万
円
以
下
の
人

⑵
特
別
寡
婦
控
除(

控
除
額
30
万
円) 

　
⑴
に
当
た
る
人
（
扶
養
親
族
で
あ

る
子
を
有
す
る
場
合
に
限
る
）
で
、

か
つ
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円

以
下
の
人

⑶
寡
夫
控
除
（
控
除
額
26
万
円
）

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合

▽
妻
と
死
別
・
離
婚
し
た
後
再
婚
し

て
い
な
い
人
で
、
生
計
を
と
も
に

し
て
い
る
総
所
得
金
額
な
ど
の
合

計
額
が
38
万
円
以
下
の
子
が
あ
る

人
▽
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以

下
の
人

　
本
人
が
寡
婦
（
夫
）
で
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の

場
合
、
地
方
税
法
第
２
９
５
条
１
項

２
号
に
よ
り
個
人
住
民
税
は
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
が
障
が
い
者
・
未
成

年
で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
場
合
も
同
様
に
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

④
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除
の

見
直
し

　
特
定
支
出
の
範
囲
に
、
次
に
掲
げ

る
支
出
を
追
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

▽
職
務
の
遂
行
に
直
接
必
要
な
弁
護

士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
な
ど

の
資
格
取
得
費

▽
図
書
の
購
入
費
、
職
場
で
着
用
す

る
衣
服
の
衣
服
費
、
職
務
に
通
常

必
要
な
交
際
費
で
、
職
務
の
遂
行

に
直
接
必
要
な
も
の
と
し
て
給
与

な
ど
の
支
払
者
に
よ
る
証
明
が
さ

れ
た
も
の
（
上
限
65
万
円
） 

⑤
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
控
除
額
の
見

直
し

　
平
成
25
年
か
ら
国
税
で
復
興
特
別

所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
50
年
度

ま
で
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
、
寄

附
金
税
額
控
除
額
の
算
定
に
用
い
る

所
得
税
の
税
率
に
復
興
特
別
所
得
税

率
（
２
・
１
％
）
を
乗
じ
て
得
た
率

を
加
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
給
与
支
払
報
告
書
お
よ
び
公
的
年

金
支
払
報
告
書
の
電
子
デ
ー
タ
に
よ

る
提
出
の
義
務
化

　
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
、
前
々

年
に
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
「
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
が
１
０
０
０

枚
を
超
え
て
い
る
場
合
、
各
自
治
体

に
提
出
す
る
「
給
与
支
払
報
告
書
」

に
つ
い
て
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
＝
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
）
ま
た
は
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
利

用
し
た
電
子
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。

　「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
１
０
０
０
枚
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。 

問
合
　
税
務
課
市
民
税
係
　（
市
役

所
１
階
７
番
窓
口
）

平成 26年度から
市･府民税が
変わります

平成 26 年度以降適用となる市・府民税（個人
住民税）の主な改正点をお知らせします。

9 広報いずみおおつ　平成25年11月号

▷可燃ごみ有料化の収支報告／ホテル集団健診／平成26年度の市・府民税の変更点



11月は
児童虐待防止月間です

「子ども･子育て会議」の
委員を募集します！

11月は
児童虐待防止月間です

「虐待かな？」と思ったらお電話を！
泉大津市虐待相談ホットライン
児 童 虐 待 障がい者虐待高齢者虐待

☎ 0800-200-0213
「さしのべた　その手がこどもの　命綱」

（平成25年度「児童虐待防止推進月間」標語）

よりよい子育て環境をつくるため、ご意見をお願いします

◎午前８時 45 分～午後５時 15 分受付（土・日
曜日、年末年始除く）
◎府内からの固定電話、携帯電話、PHS から利
用可能（IP 電話からはつながりません）

　平成 24 年８月に「子ども・子育て関連３法」が成立し、
平成27年４月から、子ども・子育て支援の新たな制度が始
まります。
　市では、この新制度における事業計画などの策定に当たっ
て広く意見を聞くため、「泉大津市子ども・子育て会議」を
設置し、この会議の委員を務めてくださる人を募集します。
応募資格　次の要件をすべて満たす人（平成 25 年 11 月１
日現在）
▷市内在住で満20歳以上の人
▷子育て経験のある人
▷平日の会議に出席可能な人
▷国および地方公共団体の議員および職員（非常勤・臨時
職員含む）でない人
募集人数　３人以内
任期　３年間（平成25年12月委嘱予定）

応募方法　所定の応募用紙（幼保一体化推進グループ窓口
に設置、市ホームページからもダウンロード可）に必要事
項を記入のうえ、「これからの子ども・子育て支援について」
をテーマに 800 字程度の作文（書式自由）を添付して、郵
便または持参で提出
応募期間　11 月１日㈮～18 日㈪　午前８時 45 分～午後
５時 15 分（土・日曜日、祝日除く）　なお、郵送の場合は
11月18日㈪必着
申込　児童福祉課幼保一体化推進グループ（〒595ー
8686　東雲町９番12号）へ
選考　選考は提出した作文などにより行い、選考結果につ
いては、全応募者に対し11月下旬ごろまでに郵送で通知
問合　児童福祉課幼保一体化推進グループ（市役所３階）

　
平
成
24
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談

所
が
児
童
虐
待
相
談
と
し
て
対
応
し

た
件
数
は
６
万
６
８
０
７
件
で
、
こ

れ
ま
で
の
最
多
件
数
で
し
た
。
こ
れ

は
児
童
虐
待
の
報
道
な
ど
に
よ
り
住

民
の
関
心
が
高
ま
り
、
相
談
や
通
報

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
虐
待
の
予
防
・
防
止

は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
す
。
児
童
虐
待
が
重
篤
な
状
況
に

な
る
前
に
、
そ
の
子
ど
も
と
家
族
に

早
く
か
ら
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

▽
身
体
的
虐
待…

子
ど
も
の
体
に
外

傷
が
生
じ
、
ま
た
は
生
じ
る
お
そ

れ
の
あ
る
暴
力
を
加
え
る
こ
と

▽
ネ
グ
レ
ク
ト…

子
ど
も
の
心
身
の

正
常
な
発
達
を
妨
げ
る
よ
う
な
著

し
い
減
食
、
ま
た
は
長
時
間
の
放

置
。
そ
の
他
、
保
護
者
と
し
て
の

監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と
。
保
護

者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
行

為
と
同
様
の
行
為
を
保
護
者
が
放

置
す
る
こ
と 

▽
性
的
虐
待…

子
ど
も
に
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
す
る
こ
と
、
ま
た
は
子

ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ

る
こ
と

▽
心
理
的
虐
待…

子
ど
も
に
対
す
る

著
し
い
暴
言
ま
た
は
著
し
く
拒
絶

的
な
対
応
、
子
ど
も
が
同
居
す
る

家
庭
で
配
偶
者
へ
の
暴
力
を
見
せ

る
な
ど
子
ど
も
に
著
し
い
心
理
的

外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と

児
童
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

お
電
話
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
福
祉
、

保
健
、
教
育
、
医
療
、
警
察
な
ど
の

機
関
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

虐
待
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
も
し
か
し
て
虐
待
？
」
と
思
っ

た
ら
、
次
の
機
関
に
す
ぐ
お
電
話
を
。

※

通
告
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

①
泉
大
津
市
虐
待
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
児
童
福
祉
課
　
午
前
８
時
45

分
〜
午
後
５
時
15
分
　
☎
０
８
０

０
・
２
０
０
・
０
２
１
３ 

通
話

料
無
料
）

②
府
岸
和
田
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分
　

☎
０
７
２
・
４
４
１
・
０
１
２
５

※

夜
間
・
休
日
は
☎
０
７
２
・
２

９
５
・
８
７
３
７
）

③
大
阪
府
警
察
チ
ャ
イ
ル
ド
・
レ
ス

キ
ュ
ー
１
１
０
番
（
３
６
５
日
24

時
間
受
付
　
☎
０
６
・
６
９
４
３
・

７
０
７
６
）

④
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
３
６
５
日
24
時
間
受
付
　
☎
０

５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０
）

（通話料無料）
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市
で
は
、「
平
成
25
年
度
フ
カ
キ

夢
・
ひ
と
づ
く
り
賞
」
を
公
募
し
ま

す
。
こ
の
賞
は
、
本
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た

賞
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て

活
躍
し
、
さ
ら
に
今
後
の
成
長
が
期

待
で
き
る
個
人
や
団
体
に
奨
学
資
金

を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
賞
は
、

深
喜
人
材
育
成
基
金
を
基
礎
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

受
賞
対
象
者

　
次
に
示
す
「
奨
励
部
門
」
に
お
い

て
顕
著
な
活
動
成
果
を
挙
げ
、
今
後

そ
の
分
野
で
専
門
的
な
活
動
を
志

し
、
将
来
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
と

認
め
ら
れ
る
人
や
団
体
。
個
人
に
つ

い
て
は
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ

る
こ
と
。
団
体
に
つ
い
て
は
、
市
内

に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
こ
と
。

奨
励
部
門

①
産
業
部
門…

デ
ザ
イ
ン
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
創
作
活
動
や
地
場
産
業

の
振
興
発
展
な
ど
の
分
野

②
文
化
部
門…

文
化
、
芸
術
の
創
作

活
動
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
継
承
発

展
の
実
践
、
そ
の
他
文
化
活
動
の

分
野

③
学
術
部
門…

学
術
、
語
学
な
ど
の

修
得
を
極
め
る
分
野

④
ス
ポ
ー
ツ
部
門…

ス
ポ
ー
ツ
技
術

の
向
上
や
振
興
な
ど
の
分
野

⑤
社
会
部
門…

日
常
の
活
動
を
通
し

て
、
市
民
生
活
の
向
上
発
展
に
寄

与
す
る
分
野

⑥
環
境
部
門…

日
常
の
活
動
を
通
し

て
、
環
境
の
保
全
や
創
造
に
寄
与

す
る
分
野

⑦
そ
の
他
の
部
門…

前
記
の
ほ
か
市

長
が
適
当
と
認
め
る
分
野

奨
学
資
金
の
額

▽
個
人…

１
人
50
万
円

▽
団
体…

１
団
体
１
０
０
万
円

審
査
方
法
　
学
識
経
験
者
を
含
め
た

審
査
委
員
会
に
お
い
て
提
出
書
類
を

審
査
し
決
定 

応
募
方
法
　
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
企
画
調
整
課
へ
提

出
（
申
請
書
類
は
企
画
調
整
課
窓
口

に
設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

受
付
期
間
　
11
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

問
合
　
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

「フカキ夢･人づくり賞」募集

11月29日までに
お申し込みください！

「いきいき人生後半戦」の様子

「泉大津市がんばろう基金」
活用事業にはこのロゴマー
クを表示しています

この賞は「深喜人材育成基金」を基礎としています。本基金は深喜毛織株式会社の寄付金を基礎として、
市民または本市に縁故の深い者で、本市産業の振興、文化、学術およびスポーツなどの分野において、
専門的な活動を志す者または将来の活躍が期待できる者に対し、その人材の育成を図る奨学資金の交付
にあてるため、または広く人材の育成を図る事業に要する費用に充てるため設置された基金です。

泉大津でがんばる市民活動団体を紹介します。

市民活動の
Vol.6「輪をひろげる会」
一人ひとりが自分らしく生きられる社会の実現に向け
講演会など企画し活動中です！
　私たち「輪をひろげる会」は、市民会館西側の男女
共同参画サロン（にんじんサロン）の登録グループです。
一人ひとりが伸びやかに自分らしく生き、男女共同参
画を推し進めることを活動の目的にしています。
　今年度は、誰もが最後まで自分らしい生き方ができ
るように学んでいこうと、「いきいき人生後半戦」と題
する3回連続の講演会を企画しました。講師は、看護師・
大学非常勤講師の大坪よし子さんです。堺市で、24 時
間在宅療養支援診療所を医師の夫と共に開業されてい
ます。
　1 回目はすでに終了しており、８月 31 日に「人間
には三通りの年齢がある。最後まで自分らしく生活す
るための準備について」がテーマで、40 人の参加があ

り好評でした。
　2 回目は 11 月 30 日㈯（詳細は 34 ページ）、そし
て 3回目は来年 3月 1日㈯に予定しており、いずれも
午後1時30分から開催です。
　来年度も、「いきいき人生後半戦」を基に、市民の皆
さんに支持される事業を実施できるよう会員で力を合
わせ活動したいと思っています。
　輪をひろげる会の事業には、泉大津市がんばろう基
金が活用されています。

連
載

将来有望な個人･団体に奨学金を交付します！

11 広報いずみおおつ　平成25年11月号

▷「子ども・子育て会議」の委員募集／児童虐待防止月間／「フカキ夢・人づくり賞」募集／市民活動の輪



クリスマスのひととき、
素敵なジャズに酔いしれませんか？

クリスマス
ジャズコンサート

クリスマスのひととき、
素敵なジャズに酔いしれませんか？

12.15 Sun.

X mas jazz concert
ジャズトランペッターの日野皓正氏

毎年恒例のジャズコンサートを市民会館で行います。
国内外で活躍しているトランペッター日野皓正氏をお
招きし、クリスマスの素敵なひとときを演出します。

　毎年恒例のクリスマスジャズコンサートの季節がやってまいりました。今
年は、スペシャルゲストとして、国際的アーティストの日野皓正氏（ジャズ
トランペッター）と、本市在住のゲスト宮哲之氏（テナーサックスのプロ奏者）
をお迎えしています。
　地元のアマチュアバンド、ファニーカンパニージャズオーケストラとの夢
の共演をお楽しみください。

クリスマスジャズコンサートの詳細
日時　12月15日㈰　午後２時～４時
場所　市民会館大ホール
演奏曲　Take the Ａ-train、Blue Bossa、
I Remember Clifford、Night in Tunisia　ほか
料金　▷一般 1,500 円　▷ペア 2,000 円（中高生・障がい者半額。小学生以
下は無料）
チケット販売　市民会館、南・北公民館、図書館、勤労青少年ホーム、生涯学習課、
総合体育館、織編館、池上曽根弥生学習館、総合福祉センター　ほか
問合　市民会館 (☎21・7050)　　　

セブンーイレブン泉大津
池浦一丁目店の外観（写
真左）。スタッフが着用し
ているユニホームはリサ
イクル可能となっている

　市では、ごみの減量・リサイクルに取り組んでいる小売
店をエコショップとして認定し、ひろく市民や事業者に認
知していただくことで、環境貢献の意識高揚を図るととも
に、環境にやさしいライフスタイルの実現を目指していま
す。現在、エコショップ登録いただいたお店は23件です。
　今回は、第10弾として本市エコショップ登録店である「セ
ブンーイレブン泉大津池浦一丁目店（☎22・4249）」のエ
コな取り組みを紹介します。
エコショップ登録店・セブンーイレブン泉大津池浦一丁目
店の取り組み
▷マイバッグ持参の促進・レジ袋の削減
▷「マイはし」のすすめ
▷100％リサイクルできるユニホーム
　

問合　環境課（市役所２階21番窓口）

←エコショップ登録店はこの
ステッカーが目印ですエコショップのご紹介

リサイクルに取り組んでいるお店
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11
月
９
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
に
か
け

て
「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を
図
り
、
高

齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発

生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
こ
の

時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
な
ど
に
強
い
安
全
安
心
な
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
防
火
防
災
意
識
を
高
め
、

日
ご
ろ
か
ら
自
主
防
災
意
識
を
持

ち
、
火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
基
礎

知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

つ
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
義
務

　
全
国
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の

約
９
割
は
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で

す
。
死
者
数
の
約
６
割
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
あ
り
、
今
後
も
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
約
６
割
が

「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　「
逃
げ
遅
れ
」
そ
れ
は
す
な
わ
ち

「
発
見
の
遅
れ
」
で
す
。
火
災
を
早

期
に
発
見
し
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
命
を

守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

取
り
付
け
に
お
困
り
の
人
は

消
防
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
消
防
署
で
は
、｢

住
宅
用
火
災
警
報

器 

設
置
相
談
窓
口｣

を
設
け
て
い
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
方
法
、
ま
た
、
高
齢
や
障
が
い
な

ど
の
理
由
で
取
り
付
け
に
お
困
り
の

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）
が

被
害
を
食
い
止
め
た
事
例

▽
居
住
者
が
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
タ
イ

マ
ー
を
セ
ッ
ト
し
就
寝
し
た
と
こ

ろ
、
居
間
の
住
警
器
の
音
で
目
が

覚
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗

濯
物
が
落
下
し
炎
上
し
て
い
る
の

を
発
見
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
り
、
屋
外
に
出
て
携

帯
電
話
で
１
１
９
番
通
報
し
た
。

▽
居
住
者
が
２
階
で
就
寝
中
、
１
階

居
間
の
住
警
器
の
音
に
気
づ
い

た
。
階
段
を
下
り
居
間
の
戸
を
開

け
た
と
こ
ろ
、
煙
が
噴
出
し
た
た

め
、
た
だ
ち
に
就
寝
中
の
家
族
に

火
災
を
知
ら
せ
、
水
道
ホ
ー
ス
を

使
用
し
て
初
期
消
火
を
行
う
と
と

も
に
、
駆
け
つ
け
た
近
隣
住
民
に

１
１
９
番
通
報
を
依
頼
し
た
。

高
齢
者
の
防
火
対
策

　
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
就
寝
は
避
難
し
や
す
い
場
所
に
！

②
誰
も
い
な
い
部
屋
で
は
、
線
香
や

灯
明
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

よ
う
に
！

③
寝
室
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
！

④
エ
プ
ロ
ン
、
衣
類
な
ど
は
燃
え
に

く
い
防
炎
品
を
使
用
！

燃
料
の
携
行
缶
の
取
り
扱
い
注
意
点

燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）
補
給
時

▽
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
換
気

の
よ
い
火
気
の
な
い
場
所
で
、
エ

ア
抜
き
を
行
っ
て
か
ら
注
油
す
る

▽
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

も
し
燃
料
が
こ
ぼ
れ
た
場
合
は
、

確
実
に
ふ
き
取
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す
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属
製
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携
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ど
を
利
用
し

（
ポ
リ
タ
ン
ク
は
不
可
）、
直
射
日

光
が
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
よ
い

安
全
な
場
所
で
保
管
す
る

 

問
合
　
市
消
防
署
予
防
係
（
☎
21
・

０
１
１
９
）

秋季全国火災予防運動を
実施します

「消すまでは 心の警報 ONのまま」

11 月９日～15日

統一標語

●３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。
③ガスコンロなどのそばを離れる
ときは、必ず火を消す。 
　　
●４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用
火災警報器を設置する。
②寝具、衣類及びカーテンからの
火災を防ぐために、防炎品を使
用する。
③火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器等を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を
守るために隣近所の協力体制をつくる。

住宅防火 いのちを守る７つのポイント
（３つの習慣・４つの対策）

燃料の携行缶。必ずエア抜き
をしてから注油してください
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▷クリスマスジャズコンサート／エコショップのご紹介／全国火災予防運動




